
 

 

  

 

 

 

「世界は不思議で満ちている」 
                                    １年 5組 担任 池田 寛人 

 

 昼の暑さが依然残るものの、朝と夜はようやく秋らしい気温になり、暦は 10月になりました。早いこと

に、52回生のみなさんが入学してから半年が過ぎたことになります。多くの人はもう香寺高校での生活に

すっかり慣れていることでしょう。「慣れ」には良い面と悪い面があります。良い面は、今あるいは次に何

をすればよいか分かっているので、先のことを考えたり周りに気を配ったりしながら行動する余裕ができ

ることです。悪い面は、あたりまえのことになって緊張感が減り、何事もルーズにしがちなことです。み

なさんはいかがですか。良い面は出せていますか。悪い面が出ていませんか。適度に緊張感を抱きつつ、

周囲への気配りを忘れずに先の見通しを持って生活していきたいものです。 

 さて、１年次生としての生活が半分終わったということは、その後半が始まったということでもありま

す。さあ、みなさんはここからどのように過ごしていきますか。池田がみなさんに願うのは、「なぜ？」

「どうして？」という思いを日々持ってほしいということです。各科目の授業の内容に対してはもちろ

ん、ニュースで報道されること、登下校中に見かける物事、周りの人が言うこと。「なぜ？」「どうして？」

という思いは、興味や関心の一種です。多くの物事に興味や関心を向けることは、自分の視野を広げ、世

界を広げることにも繋がります。 

私たち人間は、幼い頃に「なぜなぜ期」と呼ばれる時期を経験するそうです。おおよそ 2～6歳の時期

のようで、この時期を迎えると、好奇心旺盛であらゆることに対して「なんで？」「どうして？」と繰り

返し質問をするようになるそうです。この話から、池田は金子みすゞの「不思議」という詩を連想します。 

 

  私は不思議でたまらない、 

  黒い雲からふる雨が、 

  銀にひかっていることが。 

 

  私は不思議でたまらない、 

  青い桑の葉たべている、 

  蚕が白くなることが。 

  

 

私は不思議でたまらない、 

 たれもいじらぬ夕顔が、 

 ひとりでぱらりと開くのが。 

 

 私は不思議でたまらない、 

 誰にきいても笑ってて、 

 あたりまえだ、ということが。 

 

（『金子みすゞ童謡集』より） 

 このように何事にも新鮮に興味や関心を向ける感性に、私たちは大人へと成長する過程で蓋をしてし

まうのかもしれません。世界は不思議で満ちているのに、いつしかあたりまえのこととして「慣れ」てし

まう。そんな感性の蓋を少しずらして、遠慮なく問いを投げかけていきましょう。「なぜ？」「どうして？」。 
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１組   能見 凛汐 

  クラス代表に選ばれた時は、学年の前でしっかりス

ピーチ出来るか不安でしたが忙しい中、快くインタビ

ューに答えてくださった中尾さんのためにも、自信を

持ってスピーチできるように家でも何度も練習しまし

た。そのかいがあって本番では噛まずにスピーチがで

きたので良かったです。今回の職業人インタビューは

とても貴重な経験になりました。また、色々な職業のス

ピーチを聞く中で、初めて聞く仕事もあり、卒業後の

進路の参考になりました。 

 

３組   小田 真央 

  職業人インタビューを通して、実際に話を聞かせ

て頂いて、働く意義や自分が将来どんな職業に就き

たいかなどを考える機会になりました。自分だけでな

く、クラスメイトの発表を聞いて、今まで知らなかった

職業の仕事内容や大変さについても知ることができ

ました。私は今まで大勢の人の前に立って発表する

ということがあまりなく、なんとなく苦手意識があった

のですが、このスピーチで少し慣れることができたの

で良かったです。 

２組   服部 こかげ 

  私は職業人インタビューを通して、その職業にしか

ない仕事の大変さや喜び、やりがいなど普段は知るこ

とのできないことをたくさん知ることができ、とてもよい

機会になりました。また、初めて１学年の前に立ち発

表をするので、すごく緊張しましたが、友達に「頑張

れ」と言ってもらえ少しだけ緊張がほぐれました。クラ

スで発表したときよりはスムーズに話すことができたの

で、次にこのような機会があれば、今以上に頑張りた

いです。 

 

５組   弓岡 咲月 

今回、私は美容師の方にインタビューをして、美

容師になるまでだけが大変な仕事だと思っていたけ

れど、なってからも覚えることがたくさんあって、毎日

いろんな人と関わるのでとても大変だということが分

かりました。また暗唱スピーチをして、私は人前でし

べることが苦手なのですごく緊張したけど、成長でき

る良い機会だったと思います。みんなのスピーチや

スライドを見ていろいろな職業につぃて知ることがで

きて良かったです。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４組   圓尾 藍 

 私は、職業人インタビューをしてみて、とても楽し

かったし、様々な学びがありました。自分が思ってい

たよりもとても大変な仕事だったり、かっこいいと憧れ

ていた仕事も裏ではたくさんの努力や悲しみがありま

した。それでもあきらめずに頑張る姿を見てかっこい

いとはこういうことなんだなということがわかりました。

そして、色んな職業を聞いて、やりがいや感謝はどん

んな職業にも共通することなんだなと思いました。 

職業人インタビューを通

して学んだこと 

ボランティアに参加して 



 

９月２０日（水）５，６時間目に職業人インタビュー１年次クラス代表者 19名によるプレゼンテーションが行われ

ました。それぞれ堂々とした態度で、工夫を凝らしながら自分が調べた職業の魅力を語ってくれました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

クラス                   発表者（職業名） 

１組 佐藤 苺香（保育士）、塩本 叶夢（飲食店）、能見 凛汐（介護福祉士） 

星住 瑚心（看護師） 

２組 川口 明音（養護教諭）、木庭 希彩（ブライダルフラワーコーディネーター） 

服部 こかげ（助産師）、船木 虹湖（消防士） 

３組   小田 真央（養護教諭）、小野 安弥音（中学校教諭（理科）） 

細岡 有羽（中学校教諭）、和田 美海（助産師） 

４組 安達 拓磨（レスキュー隊）、宇奈手 優月（中学校教諭（音楽））、嶋 海希（看護師） 

圓尾 藍（児童福祉士） 

５組 大江 隆晴（電気施工管理士）、中澤 優來（歯科衛生士）、弓岡 咲月（美容師） 

 

【香寺高校ホームページについて】 
アドレス ： http://www.hyogo-c.ed.jp/~kodera-hs 

香寺高校ホームページは右記の QR コードでもご覧いただけます。 

警報発令時の連絡や、各種書類のダウンロードが可能ですので、ぜひご活用ください 

 

職業人インタビュー１年次代表者発表 


